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たＴ．Ｓ．エリオット(Thomas Stearns Eliot, 1888-1965)の初期詩作品、つまり、第一詩集『プ
ルフロックとその他の観察』（Prufrock and Other Observations, 1917）と『荒地』(The Waste 
Land, 1922)を主とする初期詩篇を対象に、そこに盛り込まれた音楽と絵画の要素を析出し、その
意味と機能を考察したものである。 
2015 年はエリオット没後 50 周年にあたり、この年の前後からエリオット研究の成果が多数公
刊されてきた。その中でも、本論文は、ロバート・クロフォード（Robert Crawford）の『若きエ
リオット――セントルイスから荒地へ』（Young Eliot: From St Louis to The Waste land, 2015）
とフランシス・ディッキー（Frances Dickey）の論文「オウムの眼――マネの一肖像画とエリオ
ットのふたつの肖像画」（“Parrot’s Eye:ＡPortrait by Manet and Two by T.S. Eliot”, 2006）
に触発され、クロフォードが注目したエリオット詩の「音楽性」（音楽／音）と、ディッキーの追
究した「絵画性」（絵画／映像）を複合的に詳細に追究している。本論文は序章と結章を除き、2
部 5 章からなり、構成は概略以下の通りである――  
 
第１部 
第 1 章「J. アルフレッド・プルフロックの恋歌」における「観察」と「恋歌」をめぐって 
第 2 章「ある婦人の肖像」における「音楽」と「絵画」 
第 3 章「前奏曲集」「風の夜の狂詩曲」における「視覚」と「聴覚」の役割 
第２部 
第 4 章『荒地』におけるワーグナーの 3 つの楽劇  
















第 2 章では、詩「ある婦人の肖像」における音楽的・絵画的要素が追究されている。第 1節「室
内楽曲としての「ある婦人の肖像」 」では、「“false note”をめぐって」、「霊が奏でる音色」、
「私通の調べ」、「乱れる髪が奏でる音楽と自動演奏」、「ショパンとある婦人」、「男と女のエンハ












































































































平成 29 年 2 月 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文につい
て著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
以上により、審査委員会は本論文が博士（文学）の授与に値するものと認めた。 
